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● 災害に備える
富岡町と民生委員・児童委員の状況
福島県富岡町

● ＩＣＴ活用のための豆知識
ＱＲコード（二次元バーコード）を読み取る

● 情報室
４月より成年年齢が引き下げられます

● 人権について考える
男女共同参画社会の実現を

次期のスタートを円滑に
～一斉改選の準備と
　個人情報の取り扱い等～

支えあう 住みよい社会 地域から 2022
March
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本年（令和4年）12月に一斉改選があります。昨年12月号では、「一斉改選に向けて活動の振
り返りと総括を」と題し、一斉改選をめぐる状況や次期候補者の調整、心構えなどを取り上げ
ました。本号は一斉改選特集第2弾として、記録や資料の整理、個人情報の取り扱いについて
具体的に解説します。

　
今
期
は
令
和
元（
２
０
１
９
）年
の
一

斉
改
選
直
後
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
と
い
う
未
経
験

の
状
況
下
で
、
感
染
予
防
・
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
つ
つ
、「
新
し
い
生
活
様

式
」を
踏
ま
え
た
関
わ
り
や
活
動
の
あ

り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
と

対
面
で
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、

も
ど
か
し
い
思
い
を
抱
え
な
が
ら
活
動

さ
れ
た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
、
手
紙
、
電
話
な

ど
を
使
い
、
非
対
面
で
も
つ
な
が
り
を

も
ち
続
け
る
た
め
に
試
行
錯
誤
し
て
こ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民

生
委
員
や
民
児
協
が
模
索
・
構
築
し
た

取
り
組
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
験
を
こ
の

機
会
に
整
理
す
る
こ
と
で
今
後
の
活
動

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、

記
録
や
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

整
理
す
る
記
録
や
資
料

　
で
は
、
整
理
す
べ
き
記
録
や
資
料
は

何
か
、
具
体
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

全
員
が
記
録
や
資
料
を

整
理
す
る
機
会

　
一
斉
改
選
は
、
退
任
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員（
以
下
、
民
生
委
員
）

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
に

と
っ
て
記
録
や
資
料
を
整
理
す
る
機
会

で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
、
民
生
委
員

活
動
の
実
績
と
も
い
え
る
地
域
住
民
に

関
す
る
記
録
や
、
自
治
体
や
社
協
、
民

児
協
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
活
動
に
必

要
な
多
く
の
情
報
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
の
記
録
や
提
供
さ
れ
た

情
報
に
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
は
多
く
、
適
切
な
方
法
で
の
管
理
や

定
期
的
な
整
理
が
必
要
で
す
。
一
斉
改

選
で
退
任
し
、
引
き
継
ぎ
を
行
う
民
生

委
員
は
も
ち
ろ
ん
、
次
期
も
継
続
す
る

民
生
委
員
に
と
っ
て
も
、
あ
ら
た
め
て

記
録
や
資
料
の
内
容
や
管
理
方
法
を
確

認
し
、
整
理
す
る
こ
と
が
、
新
た
な
期

の
ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
に
つ
な
が
り

ま
す
。

1.	

相
談・支
援
活
動
の
記
録

「
福
祉
票
」や「
児
童
票
」な
ど

　
整
理
す
べ
き
記
録
と
し
て
、
地
域
住

民
や
家
庭
の
相
談
・
支
援
活
動
を
記
録

す
る
い
わ
ゆ
る「
福
祉
票
」や「
児
童
票
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、

要
支
援
者
に
継
続
的
な
相
談
・
支
援
を

す
す
め
る
う
え
で
非
常
に
重
要
で
す
。

記
録
を
最
新
の
情
報
に
更
新
し
た
り
、

不
必
要
な
情
報
を
削
除
し
た
り
す
る
な

ど
内
容
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
継
続
支
援
の
観
点
か
ら
、
退
任
す
る

民
生
委
員
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

得
た
情
報
を
後
任
に
正
確
か
つ
詳
細
に

伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
切
れ

め
の
な
い
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、
記

録
を
丁
寧
に
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
福
祉
票
や
児
童
票
に
記
さ
れ

て
い
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
情
報
は
、
支
援
や
見
守
り
で
関
わ
っ

た
本
人
や
家
族
が「
後
任
に
伝
え
る
こ

と
は
控
え
て
ほ
し
い
」と
考
え
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
引
き
継
ぎ
は
、
必

ず
本
人
や
家
族
の
同
意
を
得
た
う
え
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

2.	

名
簿
や
台
帳
な
ど

　
行
政
や
関
係
機
関
等
か
ら
提
供
さ
れ

特 集 次期の スタート を 円滑に
～一斉改選の準備と個人情報の取り扱い等～

個
人
と
民
児
協
が
保
管
す
る
記
録
や
資
料
の
整
理

一
斉
改
選
の
準
備
1
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特 集

4.	

パ
ソ
コ
ン
等
に
保
存
し
た
デ
ー
タ

　
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
に
、
地
域
住
民
の
個
人
情
報
を

含
む
資
料
を
デ
ー
タ
で
保
存
し
て
い
る

場
合
に
は
、
デ
ー
タ
の
削
除
や
引
き
継

ぎ
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
治

体
が
定
め
る
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
ま
た

民
児
協
内
で
も
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
確
認
・
共
有
す
る
な
ど
、
慎
重

に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
の
電
子
機
器
が
貸
与
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場

合
に
も
、
自
治
体
や
関
係
機
関
等
の

ル
ー
ル
に
従
い
適
切
に
対
応
し
ま
し
ょ

う
。

5.	

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
デ
ー
タ
に
も
注
意

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
民
児
協
内
で
連

絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
や

り
取
り
の
記
録（
ト
ー
ク
履
歴
）
の
取

り
扱
い
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ト
ー
ク
履
歴
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
情
報
が
残
っ
て
い
る
場

合
、
そ
う
し
た
情
報
の
削
除
や
整
理
は

民
生
委
員
個
人
の
判
断
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
民
児
協
全
体
で
対
応
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

た
名
簿
や
台
帳
な
ど
の
資
料
に
は
、
地

域
ご
と
に
異
な
る
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
係
者
間
で

の
ル
ー
ル
を
民
児
協
全
体
で
確
認
・
共

有
し
た
う
え
で
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適

切
に
整
理
や
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
提
供
さ
れ
た
資
料
等
だ
け
で

な
く
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
作
成
し

た
名
簿
、
民
児
協
が
独
自
で
作
成
し
た

名
簿
や
福
祉
マ
ッ
プ
な
ど
に
も
同
じ
こ

と
が
い
え
ま
す
。

3.	「
活
動
記
録
」

　
活
動
記
録
は
、
都
道
府
県
等
が
国
に

全
国
の
民
生
委
員
の
活
動
内
容
を
報
告

す
る
た
め
の
統
一
様
式
で
す
。
日
々
の

記
録
か
ら
、
相
談
内
容
や
地
域
住
民
が

抱
え
る
福
祉
課
題
の
把
握
に
用
い
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
件
数
を
滞
り
な
く
提
出
し
た
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
住
民
に
継
続
的
な
支
援
を
行
う

た
め
、
活
動
記
録
を
メ
モ
と
し
て
活
用

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

活
動
記
録
を
引
き
継
ぎ
資
料
と
す
る
場

合
に
は
記
載
内
容
を
十
分
点
検
し
、
個

人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
整
理
し
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
機
能
で
部
会

や
地
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

情
報
を
共
有
し
て
い
た
場
合
に
は
、「
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
誰
か
」を
確
認

し
、
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
新

た
な
期
に
な
っ
て
、
退
任
者
が
所
属
し

た
ま
ま
、
民
児
協
の
活
動
や
地
域
住
民

に
関
す
る
個
人
情
報
な
ど
を
送
信
し
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト
ー
ク
履
歴
の
削
除
や

グ
ル
ー
プ
の
退
会
な
ど
の
操
作
方
法
は
、

民
生
委
員
１
人
ひ
と
り
が
確
実
に
行
え

る
よ
う
、
民
児
協
全
体
で（
必
要
に
応

じ
て
事
務
局
も
参
加
す
る
な
ど
し
て
）

確
認
・
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

6.	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
民
児
協
と
し
て
活
用
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の

管
理
者
が
退
任
す
る
場
合
な
ど
に
、
管

理
者
権
限
や
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
者
の
移

行
作
業
が
必
要
で
す
。
こ
の
場
合
に
も

個
人
の
判
断
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

民
児
協
全
体
で
管
理
方
法
や
移
行
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

7.	

徽
章（
民
生
委
員
バ
ッ
ジ
）や

各
種
手
引
き
な
ど

　

徽
章（
民
生
委
員
バ
ッ
ジ
）
は
厚
生

労
働
省
か
ら
全
員
に
貸
与
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
退
任
す
る

場
合
に
は
返
却
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
民
生
委
員
活
動
に
関
す
る
手
引

き
な
ど
、
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
を
確
認

し
、
後
任
に
渡
せ
る
よ
う
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

次期のスタートを円滑に

『ひろば』を活用して、単位
民児協の定例会などで民
生委員・児童委員として
の学びを深めましょう。

❶	一斉改選に向けた記
録や資料の整理につ
いて、民児協全体で
具体的な方法やルー
ルを確認しましょう。

定例会で 
話しあってみよう

❷	個人情報を含む資料
の取り扱いについて、
民児協全体であらた
めて確認しあいま
しょう。
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を
コ
ピ
ー
機
に
置
き
忘
れ
た
。

③	

活
動
中
や
自
宅
で
の
盗
難
被
害

　
要
支
援
者
宅
を
訪
問
時
、
車
上
荒
ら

し
に
遭
い
、
世
帯
票
な
ど
が
入
っ
た

カ
バ
ン
を
盗
ま
れ
た
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

　
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
、

ま
ず
は
一
斉
改
選
に
向
け
た
記
録
や
資

料
を
整
理
す
る
際
に
、
自
分
が
持
っ
て

い
る
個
人
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
料
等
の
取
り
扱
い
の
留
意
点
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
福
祉
票
や
活

動
記
録
だ
け
で
な
く
、
個
人
で
お
使
い

の
手
帳
や
メ
モ
帳
に
も
個
人
情
報
が
な

い
か
、
確
認
が
必
要
で
す
。

　
忙
し
い
時
、
急
い
で
い
る
時
に
無
意

識
に
置
い
た
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
地
域

住
民
の
生
命
・
生
活
・
尊
厳
に
関
わ
る

大
切
な
資
料
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
、
下
記
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
紛
失
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
個
人
情
報
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

住
民
に
関
す
る
情
報
は
、
民
生
委
員
が

相
談
・
支
援
活
動
を
円
滑
に
す
す
め
、

関
係
機
関
な
ど
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
果
た

す
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域
住

民
や
関
係
機
関
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
た
め
に
、
民

生
委
員
に
は
個
人
情
報
を
慎
重
か
つ
適

切
に
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
斉
改
選
に
向
け
て
資
料
や
記
録
を

整
理
す
る
こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
留
意
点
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

個
人
情
報
の
紛
失
等
の
事
故

　
個
人
情
報
を
含
む
資
料
等
を
紛
失
す

る
事
故
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

①	

訪
問
先
な
ど
で
置
き
忘
れ
紛
失

　
訪
問
活
動
の
帰
り
に
買
い
物
を
し
た

際
、
個
人
情
報
を
含
む
資
料
を
入
れ

た
カ
バ
ン
を
置
き
忘
れ
た
。

②	

コ
ピ
ー
時
の
原
紙
置
き
忘
れ

　
住
民
か
ら
預
か
っ
た
自
治
体
へ
の
申

請
書
類
を
念
の
た
め
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
コ
ピ
ー
し
た
際
、
原
紙

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

一
斉
改
選
の
準
備
2

自治体への申請書類で
あっても、原則コピー
はとらない。

自治体や社協などと相談する
場合にも、個人情報が記載さ
れた資料そのものは提示しない。

家族の目にも
触れないよう
保管する。

全民児連「大丈夫で
すか! 個人情報が記
載された書類等の取
り扱いについて」は
下記QRコードより
ご覧ください。

全
民
児
連「
大
丈
夫
で
す
か
！ 

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
等
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
」よ
り

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

①	

福
祉
票
等
は
持
ち
歩
か
な
い

②	

コ
ピ
ー
は
と
ら
な
い

③	

活
動
途
中
や
帰
途
で
の
紛
失
に
注
意
す
る

④	

記
録
そ
の
も
の
を
資
料
と
し
て
提
供
し
な
い

⑤
支
援
が
終
了
し
た
時
点
で

適
切
に
情
報
を
廃
棄
す
る

⑥	

自
宅
で
の
保
管
場
所
、
保
管
方
法
に
注
意
す
る

⑦	「
活
動
記
録
」に
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
は
記
載
し
な
い
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特 集 次期のスタートを円滑に

1「福祉票」や「児童票」など
□	本人や当該世帯の情報は整理されていますか（情報の更新、不必要な情報は削除する等）。
□	必要に応じて、本人や家族に「引き継いでよい情報か」を相談し、確認のうえで準備をすすめていま
すか。

2	 行政や関係機関等から提供される名簿や台帳など
□	提供された名簿や関係機関と協力して作成した台帳などの取り扱いのルールは確認しましたか。
また、そのルールは民児協で共有されていますか。
□	定められたルールにしたがって、返却や処分などの準備をすすめていますか。
□	地域で独自に作成した名簿等、引き継ぐべき情報はありませんか。また、引き継ぐべき情報がある
場合には、取り扱いのルールを民児協で確認しましたか。

3「活動記録」
□	任期中の「活動記録」の提出と集約は確実に行われていますか。
□	「活動記録」の引き継ぎは、民児協等で定められたルールを確認したうえで準備をすすめていますか。
□	活動記録に記したメモ書き等は、個人のプライバシーに配慮されていますか。また、不必要となっ
た個人情報がそのままになっていませんか。
□	活動記録に記した個人情報を引き継ぐ場合、本人や家族の同意を得たうえで準備をすすめていま
すか。

4	 資料データの管理
□	パソコンやスマートフォンなどに、個人情報を含む資料データを保存していませんか。保存してい
る場合、その取り扱いについて自治体や関係機関、民児協で確認しましたか。

5	 LINEやホームページなど
□	LINEのトーク履歴に、個人情報や個人のプライバシーにかかわる情報が残っていませんか。
□	LINEグループを活用している場合、誰がグループにいるか把握したうえで会話していますか（退任
した委員がグループに残ったまま、委員活動に関する会話をしていませんか）。
□	トーク履歴の削除やグループ退会などの操作方法は知っていますか。
□	ホームページやSNSを活用している場合、管理権限やアカウントの管理に関するルールは決められ
ていますか（アカウントのIDやパスワードの取り扱い等）。
□	ホームページやSNSアカウントの管理者が退任する場合、管理権限やアカウントの移行について、
民児協で確認しましたか。

6	 備品や手引き
□	徽章（民生委員バッジ）を返却する場合、その手続きを確認しましたか。
□	活動の手引き等後任の委員が活用できる資料等はお手元にありませんか。

　一斉改選に向けた記録や資料の整理を行う際に、このチェックリストをご活用ください。内
容はあくまで参考ですので、記録や資料の整理における具体的なルールや留意事項、チェック
項目は都道府県、市区町村、単位民児協等にご確認ください。

一斉改選までに　やること 　 チェックリスト
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備
え
る

※	

本
コ
ー
ナ
ー
は
、
民
児
協
の
取
り
組
み
か
ら
、

災
害
に
備
え
る
民
児
協
活
動
を
考
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
発
電
所
事

故
の
発
生
か
ら
11
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

福
島
県
富
岡
町（
以
下
、町
）は
、平
成

29（
２
０
１
７
）年
４
月
１
日
に
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
一
部
地
域（
面
積
約

85
％
）と
、未
だ
継
続
す
る
帰
還
困
難
区

域
に
分
け
ら
れ
、現
在
も
復
旧
・
復
興

事
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

避
難
指
示
解
除
か
ら
５
年
が
経
過
し

ま
す
が
、令
和
４（
２
０
２
２
）年
１
月

１
日
現
在
の
町
内
居
住
者
は
１
８
１
６

人
と
全
人
口
の
15
％
に
留
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、帰
町
し
た
方
、町
外
で
暮
ら
す

方
い
ず
れ
も
、避
難
を
起
因
と
し
た
世

帯
分
離
が
進
み
、独
居
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
世
帯
が
増
加
し
て
、家
族
間
の

見
守
り
や
介
護
機
能
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
震
災
以
前
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、地
域

の
支
え
合
い
機
能
も
低
下
し
て
お
り
、

町
民
が
抱
え
る
生
活
・
福
祉
課
題
は
深

刻
な
状
況
で
す
。

一
方
、民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、

民
生
委
員
）の
状
況
で
す
が
、定
数
34
人

（
主
任
児
童
委
員
２
人
含
む
）に
対
し
て
、

現
在
30
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。町
内

に
戻
っ
た
民
生
委
員
が
９
人（
近
隣
町

在
住
の
１
人
含
む
）、県
内
で
一
番
多
く

町
民
が
避
難
す
る
い
わ
き
市
に
16
人
、

県
の
中
央
部
に
あ
た
る
郡
山
市
周
辺
に

５
人
と
、多
く
の
民
生
委
員
が
町
外
で

の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
前
は
、近
隣
の
方
み
ん
な
が
顔

な
じ
み
で
、会
え
ば
ど
こ
の
誰
か
が
す

ぐ
わ
か
る
環
境
で
活
動
が
で
き
ま
し
た

が
、現
在
は
町
内
に
戻
ら
れ
た
町
民
で

も
元
の
自
宅
に
住
ん
で
い
る
方
は
少
な

く
、以
前
の
活
動
環
境
と
は
様
変
わ
り

し
て
い
ま
す
。
町
外
に
な
れ
ば
そ
の
状

況
は
も
っ
と
深
刻
で
、土
地
勘
の
な
い

場
所
で
広
域
に
散
ら
ば
っ
た
町
民
の
訪

問
活
動
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
町
・
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
力
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、震
災
に
よ
る
世
帯
分
離
が
進
み
、若

い
世
帯
の
民
生
委
員
へ
の
認
知
度
が
低

く
、訪
問
し
て
も
活
動
の
目
的
を
理
解

し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

震
災
後
に
一
斉
改
選
が
３
回
あ
り
、震

災
以
前
か
ら
活
動
し
て
き
た
民
生
委
員

の
数
も
減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
、従

来
通
り
の
活
動
を
知
っ
て
い
る
民
生
委

員
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、民
生
委
員
の
役
割
に
つ

い
て
、研
修
や
訪
問
活
動
、関
係
機
関
と

の
連
携
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、町
民

が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

災
害富

岡
町
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
状
況

福
島
県
富
岡
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

定例会（関係機関との情報共有会議）

ふれあいサロン
（ニュースポーツ体験）

訪問活動
（町地域包括支援センター職員との同行訪問）

に
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報 室情

４
月
よ
り
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

～『
２
０
２
２
年
版 

く
ら
し
の
豆
知
識
』の
紹
介
～

お
り
、設
定
に
よ
っ
て
支
払
総
額
が
高

額
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
や
手
数
料

の
解
説
な
ど
、利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、マ

ル
チ
商
法
や
犯
罪
に
関
わ
る
ア
ル
バ
イ

ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
取
引
な
ど
、若
者
の
身

近
に
潜
む
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
詳
し

く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、特
集
２「
撃
退
！ 

ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
」に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
広
告

に
関
す
る
注
意
喚
起
な
ど
が
あ
り
、若

者
だ
け
で
な
く
、幅
広
い
世
代
の
方
に

役
立
つ
内
容
で
す
。

本
書
は
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
試
し
読
み
が
で
き
、書
店

な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

  

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド※

１
」（
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
）は
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
紹
介
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、映
画
館
や
コ

ン
サ
ー
ト
の
入
退
場
な
ど
日
常
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
登
場
し
ま
す
。

本
紙
令
和
３（
２
０
２
１
）年
５
月
号

の
特
集
で
子
育
て
相
談
が
で
き
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
地
域

住
民
に
紹
介
し
て
い
る
例
を
お
伝
え
し

た
よ
う
に
、委
員
活
動
で
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

実
際
に
読
み
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
な
じ
み
の
な
い
方
に

お
試
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、『
ひ
ろ
ば
』

の
内
容
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご

用
意
し
ま
し
た
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る※

２

と
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
な
が

り
ま
す
。
実
際
に
お
手
元
に
あ
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
）を

読
み
取
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
用
語
の
解
説
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

コ
ツ
や
留
意
点
な
ど
を
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
回
答
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

I
C
T
活
用
の
た
め
の

豆
知
識

《
注
》

※
１ �「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
は
㈱
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
２ �

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
方
は
、

お
使
い
の
機
器
で
異
な
り
ま
す
。

ご
不
明
点
は
、
購
入
し
た
販
売
店

等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A5判176頁
550 円（税込／送料別）

ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー

民
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
４

（
２
０
２
２
）年
４
月
よ
り
、成
年
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
18
歳
か
ら
本
人
の
意
思
で
、ア

パ
ー
ト
を
借
り
た
り
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ

り
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、令
和
３
年
８
月
に『
２
０
２
２
年

版 

く
ら
し
の
豆
知
識
』（
以
下
、本
書
）

を
発
行
し
ま
し
た
。

本
書
・
特
集
１「
18
歳
の
ひ
と
り
立

ち
ナ
ビ
」に
は
、成
年
年
齢
引
き
下
げ
に

よ
り
起
こ
り
う
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
例
が
わ
か
り
や
す
く

例
え
ば
、18
歳
か
ら
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
ひ
と

つ
に「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
作
成
」が
あ
り
ま
す
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み

や
支
払
い
方
の
違
い
な
ど
が

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て

『民生委員・児童委員のひろば』
読者アンケート

締切 令和４年３月15日（火）
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民

鏡

渡
邉
　
正
人

鹿
児
島
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
本
誌
編
集
委
員

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
災
害

は
、ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
よ
り
少
し
ず
つ
落
ち

着
い
て
き
て
い
ま
す
が
、変
異
株「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
」に
よ
る
新
た
な
コ
ロ
ナ
感
染
が
世
界
的

に
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、国
内
で
も
感
染
者

が
確
認
さ
れ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
▼
こ
の
よ
う
な
な
か
、令
和
３
年
５

月
に
県
内
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
取
材
依
頼
が
あ

り
、高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
や
子
ど
も
達
の
登

下
校
時
の
あ
い
さ
つ
運
動
等
の
活
動
内
容
が
放

映
さ
れ
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、７
月
に
は
南
日
本
新
聞
販
売
所（
南
日
会
）

の
地
域
見
守
り
活
動
が
10
周
年
を
迎
え
、協
定

を
結
ん
で
い
る
三
者（
鹿
児
島
県
、南
日
本
新

聞
社
、県
民
児
協
）が
座
談
会
を
開
催
し
、こ
れ

ま
で
の
振
り
返
り
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、そ
の
後
テ
レ
ビ
放
映
も

あ
り
、南
日
会
の
活
動
と
と
も
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
▼
今
後
も
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、

見
守
り
、つ
な
ぎ
役
と
し
て
、関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

男女共同参画社会の実現を

男女共同参画社会とは
男女が性別に関わらず政治、経済、社
会などあらゆる分野に参画できる機会
が確保され、個性や能力を発揮し、生き
がいのある生活を送ることができる社
会を、男女共同参画社会といいます（参
画とは、単なる「参加」ではなく政策・
方針決定への「参画」を意味します）。
なぜ、男女共同参画なのか
世界経済フォーラムが令和3（2021）
年に公表した各国の男女格差を示す
ジェンダー・ギャップ指数で日本は、
政治・経済の分野での参画が特に遅れ、
156か国中120位と先進国中最下位で
す。
性別には、生まれついての性別「生
物学的な性別」と社会的文化的に形成
された性別「ジェンダー」とがありま
す。「男らしさ・女らしさ」「男は仕事、
女は家庭」などジェンダーによる意識
が日本では根強く、男女間の不平等の
要因となっています。

こうしたジェンダーによる差別を解
消し、男女共同参画社会を作っていく
ことは、SDGsでも目標のひとつとさ
れて、わが国だけでなく世界共通の課
題なのです。
現状は
国・地方議会を通じて女性議員、行

政・企業の管理職に占める女性の割合
が低く、また、女性就業者のうち半数
以上が非正規雇用、賃金の格差もあり
ます。さらに家庭生活においても、男
性の家事・育児時間が少ないなど多く
の問題があります。
コロナ禍と女性
新型コロナウイルス感染症の拡大は、

男女共同参画の遅れを顕在化させ、女
性に深刻な影響を与えました。第１回
の緊急事態宣言後、女性就業者数は70
万人（男性39万人）減少し、特にひとり
親世帯や女性の貧困化が進みました。
こうした状況もあるなかで令和２

（2020）年の女性の自殺者は、前年よ

公益財団法人東京都人権啓発センター  講師  田村初惠
り935人増加（男性23人減少）し、ま
た生活不安、テレワークの増加などか
ら、DV（配偶者暴力）相談件数は前年
度の1.6倍に増加しました。
これからの男女共同参画社会
女性の社会参画には、ITなどの新し

い分野や女性の多い医療・福祉など雇
用拡大が見込まれる分野への女性の就
労がすすむよう、人材育成・就労支援、
就業環境の改善を図り、また男性の育
休取得を促進し、女性に偏っている家
事・育児の分担を見直すこと、増加す
るひとり親家庭への支援の充実に、国
や企業が取り組むことが必要です。民
生委員さんには、女性が孤立しないよ
う見守りをお願いします。
男女共同参画社会は、差別や排除を

しない社会でもあり、誰もが自分らし
く暮らせる社会にもつながります。
　男女共同参画社会がどうしたら実現
するか　考えてみませんか

「抗菌クリアファイル」送料について
2022年2月号「全民児連だより」（19頁）で 

「抗菌クリアファイル」の頒布開始にあたり、
送料を「400枚ごとに1,000円」とご案内しま
したが、「 500枚ごとに1,000円」に見直しま
した（100～ 500枚まで1,000円）。
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昭和31年5月18日
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